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はじめに

　福島県双葉郡川内村立川内小学校は，この震災で避
難所の一つとなった。隣町の双葉郡富岡町から押し寄
せる大量の避難者は想像を絶し，小学校は足の踏み場
もないほど膨れ上がり，支援物資さえほとんど行き渡
らない過酷な避難所の一つとなった。
　川内小学校の教師たちは，自らも被災しながら，家
族の安否確認もままならない中で，原発事故による放
射能の恐怖に怯えながらも，「地域住民の奉仕者」（決
して，機能不全に陥った国「全体の奉仕者」ではない！）
として，粉骨砕身して心からの支援を行った。
　教師たちの本分は，言うまでもなく，子どもたちを
守ることである。それは，震災においても同様である。
しかし，川内小学校の教師たちのみならず，被災した
教師たちの多くは，避難場所としての自校で，地域住
民の支援にあたった。そのことは，学校再開後の教師
たちの記録とともに保存されていかなくてはならない
だろう。
　今回紹介する証言（第一部）は，当時，川内小学校
教務主任として学校運営の一端を担っていた猪狩勝人
氏１による，３月11日の大震災発生時から，12日に始
まる原発事故をはさんで，16日に川内村全村が避難す
るまでの記録であり，校長や教頭はじめ教職員だけで
なく地域住民と協力しながら，生きながらえた教師た
ちの貴重な記録である。
　公務として働きながら，華々しい活躍が紹介される
自衛隊や消防士などと違って，教師たちの取り組みは，
非常に地味な，情報の波の中で，埋もれてしまいそう
な事実ではある。しかも宮城県石巻市立大川小学校の

筆舌に尽くしがたい悲惨な事例２のように学校教師の
判断ミスが大きく取り上げられ，流布している現状に
おいて，福島第一原発から22キロの位置にあった川内
小学校の教師たちが示した，まさに，「英雄的」「自己
犠牲的」ともいえる行為は，語り継ぐ価値のある出来
事であると思われる。
　今後も教師の取り組みが明らかになることだろう
が，時がたち，過去の事実を美化したり，より悲惨に
描いたりする前に，まだ生々しい感情が残っている間
に記録しておいた方がよいと判断した３。
　なお，猪狩氏の証言の客観性を確保するために，可
能な限り，原発事故の客観的データ４や当時の村役場
の対応や別の方の証言などを付加しつつ，紹介したい
と思う。猪狩氏から見える，点でしかない動きが，線
となり，全体とつながるだろうと思われるからである。
　以下のデータや付加的証言等は，松下が収集した文
献に基づいて構成した。また本報告が完成するまでに
は，猪狩氏から証言草稿に加え，自身のプロフィール
や川内小学校のプロフィール（学校要覧），避難所と
しての川内小学校の使用状況などの新たな情報を提供
いただいたことを付け加えておきたい。

１．警戒区域の川内村

　猪狩氏によると，「『モリアオガエル』『草野心平』
で知られる川内村は，福島県双葉郡の中西部に位置す
る。その北から南には雄大な阿武隈高地の山々が連
なっており，豊かな自然環境に恵まれている。福島第
一原子力発電所までは約22㎞の地点に位置している」。
　東京電力株式会社福島第一原子力発電所で発生した
事故によって，半径20㎞圏内に入った川内村は，2011
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年４月22日に村の一部が警戒区域に設定された。しか
し，この行政の対応は，遅きに失した。原発事故をめ
ぐる人々の生死を意識した活動は，すでに震災当日か
ら始まっていたのである。
　現在，川内村は，警戒区域を解除され，約3，000人
の村民のうち，村に戻ったのは500人余りと言われる。
元の警戒区域内の住民は約350名だが，片付けなどで
自宅に戻る人は少ない。元警戒区域の除染は国が行う
ことになっており，民家周辺の除染を早急に終えるよ
う求めているが，なかなか進まない（朝日新聞，2012

年５月３日付）。
　川内村では多くの「モノ・コト」５が失われたまま
である。
①　昭和23（1948）年から毎年開催された夏季野球大

会（しかし，2011年８月15日に避難場所の近くであっ
た郡山市の開成山野球場で開かれた）。

②　モリアオガエルの繁殖地として国の天然記念物に
指定されている天伏沼。

③　「カエルの詩人」として知られる草野心平さんを
しのぶ「天山祭り」（草野さんの蔵書を収めた天山
文庫の完成を祝って昭和41（1966）年から始まった）。

④　高塚高原で開かれる「かわうち高原ドウダンま 
つり」

⑤　いわなの郷。
⑥　川内小運動会（村唯一の小学校の運動会は，毎年
５月）。

２．避難場所としての川内小学校

　Ｈ22年度学校要覧によると，川内小学校は，Ｈ16

（2005）年４月より，川内村の３つの小学校を統合し，
新生川内小学校として開校されているから新設校とし
て，きれいな校舎であった。
　猪狩氏によると，「川内小学校は，僻地小規模校で
あり，校舎は，木のぬくもりに包まれた暖かみのある
作りとなっている。そこには，400ｍトラックがとれ
る広い校庭や全校児童が集うランチルーム，大小二つ
の屋内プール，光通信が整ったパソコン室，集会活動
もできる暖房完備の広い廊下など，設備面でも大変充
実しており，村をあげて教育に力を入れていた場所で
あった。平成22年度３月11日の時点では，全校児童数
114名，教職員数14名〔高島仁（校長），林典行（教頭），
猪狩勝人（教務）〕，学級数７だった」。
　避難場所は，村内で20カ所設置されたと言われてい
るが，村役場HPによると，17カ所である６。その内訳は，

地区センターや集会所で14カ所，小学校１カ所，中学
校１カ所，保育所１カ所である。小学校が大規模施設
であることは間違いない。ちなみに学校要覧によれば，
敷地面積37，900㎡で，校舎3，777㎡，屋内運動場1，308
㎡，屋内プール365㎡で，校庭は，約32，450㎡である。
　2，200名の避難者が押し寄せたというから，寝泊ま
り可能な場所を校舎＋屋内運動場（5，085㎡）として
仮定すると（以下の猪狩氏の証言によると，避難スペー
スは実際にはそれより少ない），一人のスペースは，2．3
㎡で，畳一畳分より少し広い程度であり，いかに劣悪
な環境を強いられたかが数字の上からもわかる。
　校内の使用状況を，猪狩氏は次のように，証言して
いる。

①　職員室　避難所スタッフの運営拠点として使用し
ていました。役場スタッフの方にも，学校にあるあ
らゆる設備，備品を使っていただきました。コピー
機，パソコン，電話，筆記用具，ハンドマイク，放
送機器，湯沸かしポットなど，使える物は，校長先
生の判断で，全部使っていただきました。
②　校長室　避難所スタッフが打ち合わせをしたり，

仮眠や休憩をしたりする場所として使用しました
（みんな不眠不休なので，交代で休むようにしてい
ました。そういう場所が必要でした。）
③　保健室　乳児のいる方に入ってもらいました。暖

房設備や，ほ乳びんを洗ったり，おむつを交換した
り，おしりを拭いたりできる水道設備が整っていた
のです。洗濯機もありました。
④　コンピューター室，図書室　暖房設備が整ってい

たので，お年寄りの方を中心に入っていただきまし
た。床もカーペットでしたので，幾分暖かかったは
ずです。
※　③④は，特にエアコンがあったので，このよう

な判断をしました。他の教室や廊下（多目的スペー
ス），ランチルームにも暖房設備はありましたが，
そこは，燃料がつきる可能性もあったので，校長
先生・教頭先生の判断により，避難当初から，お
年寄りの方を中心に入っていただくことにしまし
た。

⑤　家庭科室　支援物資を調理する場所として使用し
ました。
⑥　各教室と南側校舎多目的スペース（廊下）　避難

者で溢れかえっていました。最も人数が多かった所
です。みなさん机を脇にずらしたり，重ねたりして，
自主的に避難スペースを作っていました。
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⑦　玄関前スペース　暖房設備はなかったのですが，
広いスペースがあり，避難所として使用しました。
ただし，目の前が昇降口（玄関）でしたので，開放
を禁止しました。みなさんの寒さを少しでも軽減す
るためです。
⑧　会議室　保健師さんに常駐してもらい，具合の悪

い方を見てもらう所になりました。ここにもエアコ
ンがあるので，そういう場所として使用しました。
⑨　ランチルーム　かなり広いフロアなので，避難者

の方で溢れかえっていました。
⑩　屋内運動場（体育館）　シートを敷いたり，ジェッ

トヒーターを準備したりして，一番はじめに避難者
の方を誘導し，受け入れました。避難者の方で溢れ
かえっていました。ですが，寒さが厳しいので，避
難者が減る度に，みなさん南校舎へ移動していまし
た。
⑪　図工室　北校舎で最も日が当たらない場所なの

で，ここは開けておいた記憶があります。家庭科室
の隣だから，調理する補助的な場所として使用して
いたように思います。
⑫　児童会室　避難所として開放しました。避難者の

方が入っていました。 
※　北校舎廊下は，コンクリートの廊下なので，避

難者の方は，そこには避難させませんでした。と
ても寒いので移動するように声をかけました。南
校舎が木の廊下なので，そちらへ誘導しました。
したがって，歩くことができる通路は，１メート
ル程度しかありませんでした。

⑬　放送室　猪狩の家族がいました。
※　避難所として使用した教職員は，私も含め富岡

町から来た３名でした。それぞれが各避難教室の
フロアに家族がいましたが，職員室で避難スタッ
フとして動いていました。

３．教職員の状況について

　猪狩氏は，次のように証言している。

　基本的に双葉郡で川内村以外の町村は，停電と地震
による交通網の遮断のため，身動きが取れない状態に
なりました。
　私は，偶然にも川内村への交通網が１カ所だけ通っ
ていたため，川内小学校へ戻ることができました。次
の日，富岡町から来た２名の教職員も同様にそのルー
トを探して，戻ることができました。
　残りの７名の教職員は，交通網の遮断と市町村の避

校舎平面図
（「学校要覧」をもとに作図）
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難指示によって，川内小学校へ戻ることができなくな
りました。
　今，考えてみると，戻ることができた私を含めた海
沿いに住む３名の富岡町民は，偶然が重なっただけか
もしれません。当時，校長先生，教頭先生は川内村在
住でした。残りの２名の先生のうち，１名は川内村在
住，もう１名は小野町在住でした。考えてみると，海
沿いの町の先生方は，自宅へ戻った時点で，川内小学
校へ戻ることは不可能に近かったかもしれません。

４．川内小学校での取り組み

３月11日
□客観的データ

▪午後２時46分　東日本大震災発生。
▪午後７時３分　政府が福島第一原発について原子

力災害対策特別措置法に基づく「原子力緊急事態
宣言」を発令。
▪午後９時23分　福島第一原発から半径３キロ以内
【双葉町，大熊町の一部】の住民に避難指示。

□証言　長い長い避難生活の始まり
　14時46分，当時，私は職員室で仕事をしていました。
これから６校時の時間を利用して，卒業式の式歌の練
習を体育館で行う予定でした。そのときです。今まで
経験したことがない大きな揺れが始まりました。
　校舎が激しく揺れています。今まで感じたこともな
いくらいの激しい揺れです。これは，ただごとではな
い……。私は職員室を飛び出しました。当時，私は教
務主任でしたから状況を把握しようと思いました。激
しい揺れが続くなか，急ぎ足で児童の教室を回りまし
た。校長先生も状況を把握するために廊下にやってき
ました。

子どもたちに「大丈夫」「大丈夫」と声をかけ……
　私は，子どもたちがいつでも外へ避難できるように，
校庭側の扉を開けて欲しいと先生方に声をかけていき
ました。自分から開けに行った教室もありました。担
任の先生方は，その時，とても冷静に対応していまし
た。子どもたちを机の下に潜らせ，ずっと大きな揺れ
に耐えていました。あの大きな揺れです。先生方で
も，きっと心の中ではそうではなかったはずだと思い
ます。それでも，次に来るであろう避難指示に備えて，
じっと耐えていました。ある先生は戸棚を必死に押さ
えていました。扉周辺に避難スペースを作っている先

生もいました。「大丈夫だよ。」「心配しないで。」声を
かけている先生もいました。どの先生も，本当に本当
に素晴らしかったです。
　全ての教室を見回った後，私は，低学年の廊下周辺
で待機していました。揺れは未だに収まりません。教
室からは，子どもたちの泣き叫ぶ声が聞こえてきます。
一体，今，何が起きているのでしょうか。私には全く
想像つきませんでした。でも，この後に，校内放送で
外への避難指示が必ず出る。私は，それだけは想像で
きたので，泣き叫ぶ低学年の子どもたちに「大丈夫。
大丈夫。」と，笑顔で声をかけていました。

子どもたちは，全員避難したが……
　揺れが収まりだした後，校内放送が流れ，教頭先生
より避難指示が出ました。先生方の誘導に従って，子
どもたちは校庭の中央に避難しました。この避難は，
これまで実施していた避難訓練が生かされたスムーズ
な避難でした。ただし，ここは川内村です。浜通りに
おいて氷点下になる寒さがとても厳しいところです。
このときも，外は雪がたくさん降っていました。寒さ
に震えながらじっと耐えている子どもたちが本当にか
わいそうでした。
　程なくして教育委員会から連絡がありました。子ど
もたちの送迎スクールバスが，いつもより早く来るそ
うです。しかし，子どもたちは着の身着のまま外へ避
難しています。私は，職員室で待機していた先生方と
外にいる男の先生方に声をかけ，子どもたちの防寒具
や帰りの用意（ランドセルや運動着入れなど）を，各
教室を回って取りに行くことにしました。余震は何度
も何度も来ています。怖かったです。それでも，揺れ
に耐えながら，先生方は子どもたちの荷物のほとんど
を持ち出してくれました。
　スクールバスが到着する前に，心配した保護者が数
多く様子を見に来てくれました。その場合は，保護者
と一緒に帰すようにしました。ようやくスクールバス
も到着し，子どもたちは全員無事に帰ることができま
した。とりあえず，ほっとひと安心しました。でも，
それからしばらくの間，子どもたちがどこに避難して
いるのか連絡が全く取れない状態が続くことになりま
す。３月下旬くらいまでです。このとき，そんなこと
になるとは思いもしませんでした。

教職員の避難。家族は無事か。
　さて，職員室に戻ると，テレビには大津波警報が発
令されていました。大きな大きな津波が遡上する様子
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が映っていました。死者も多数出ているようです。一
瞬，自分の目を疑いました。何なんだ，この状態は
……。子どもたちを無事に帰せたら，今度は，自分の
家族のことが気になり始めました。先生方も家族へ連
絡を取ろうとしますが，連絡がなかなかつきません。
つかない方がほとんどです。電話は使えなくなってい
ました。私も家族と全く連絡が取れませんでした。
　校長先生より指示があり，まず女性の先生方が一時
帰ることになりました。単独では危険なので，連なっ
て帰るように指示されました。小さいお子さんがいる
男性の先生も一緒に帰りました。私は家族のことを案
じながらも，現状で，何ができるのかずっと悩んでい
ました。テレビで映されている震災の様子は，想像を
絶する光景ばかりです。校舎内の破損状況を見に行き
ながら，ますます不安は募りました。それからの２時
間あまりは，テレビでしか情報を知る手段はありませ
んでした。あのとき，実は原子力発電所が緊急事態に
陥っているなんて，私は全く考えていませんでした。
　家族とは，未だに連絡が取れませんでした。私は，
18時頃家族に会うために一時帰宅しました。自宅は，
双葉郡の富岡町夜ノ森公園付近にあります。川内村で
は，電気が通っていました。しかし，富岡町に入った
途端，町は暗闇でした。町全体が停電になっていまし
た。道路は至るところにひび割れや陥没しているとこ
ろがありました。瓦やブロック塀が落ちている家もた
くさんありました。不安ばかりが募りました。私の家
族は無事でしょうか。

家族がいない。会えた！
　慎重に運転しながら，ようやく自宅に到着しまし
た。その時です。私は自分の目を疑いました。妻の車
がない！慌てて自宅に入りましたが，妻はそこにいま
せんでした。飼っている犬もいませんでした。どこに
行ったのか，全く想像できませんでした。暗闇の家の
中は，地震によって家財が散乱しています。壁にはひ
びも入っていました。何なんだこの光景は……これが
自分の家なのか……。何回も何回も携帯電話に連絡し
ても，繋がりません。どうやって家族を捜そうか。私
は困り果てました。
　しばらくすると，私は，震災時は公共施設が避難場
所になっていることを思い出しました。自分がその立
場にある人間なのに，やっと思いつくことができまし
た。急いで車に乗り込みました。片っ端から公共施設
を回ろうと思いました。幸いにも一番最初に行った富
岡第二中学校の校庭に妻の車がありました。良かった

……本当に会えて良かった。妻は，犬と一緒に毛布に
くるまりながら，車中でじっと恐怖に耐えていました。
私に気づくと，「近所のみなさんが，私に声をかけて
一緒に避難してくれた」と話してくれました。助かり
ました。妻に声をかけてくれたご近所のみなさんに感
謝です。妻は，気丈にも「あれ，早いね？しばらく来
ないかと思っていた」と私に話してくれました。こう
いった災害の場合，私たちは全体の奉仕者として災害
スタッフにならなければならないことを，妻はちゃん
と理解してくれていました。

川内小学校へ戻る
　とりあえず私の車で自宅に戻ることにしました。そ
して，もしもの場合に備えて，準備できるものは準備
することにしました。懐中電灯は，地震によってどこ
かに紛失してしまったので，庭につけてあるソーラー
ライトを持って自宅に入りました。取り出したのは，
防寒具や毛布，ホッカイロ，他に犬のえさなどです。
停電していたので，ブレーカーも落としました。通電
されたとき，火事にならないようにと考えました。し
かし，私はこの時点でも，次の日には自宅に帰って来
られるだろうと思っていました。だから，持ち出した
ものは，寒さをしのぐ最低限のものだけでした。あれ
から，原発事故により帰れなくなるなんて思いもしな
かったのです。
　私たち家族は，しばらく自宅の駐車場にいました。
私の車で暖をとり，テレビを見ていました。テレビで
は，地震による被害が報道されていました。このとき，
津波の被害はかなり報道されていましたが，原発事故
の緊急事態は，あまり報道されてなかったように思い
ます。このままでは車の中で一夜を過ごすことになり
ます。川内小学校のことも気になります。私は，家族
とともに川内小学校へ戻ることにしました。21時頃で
す。富岡町は暗闇でしたが，川内村は幸い電気も水も
通っていました。

宿直する
　川内小学校に到着し，校長先生や教頭先生に富岡町
の様子を報告しました。何人かの先生方も残っていま
した。その日の夜は，宿直として（避難者としてですが）
川内小学校の保健室に泊まらせてもらいました。校長
先生はじめ他の先生方は一度自宅に戻り，朝また集合
することになりました。
　ここは，電気が通っていて，水も出ます。たぶん海
沿いの町は停電状態です。各地の避難所では，どうなっ
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ているんだろうと気になりました。私の両親・祖母・
妹夫婦とも全く連絡が取れない状態でしたから，心配
しました。実家はとても古い家なので，この地震で倒
壊している……津波も来ているかもしれない……もし
かしたら……とまで考えていました。幾度とくる余震
に，私も妻もほとんど眠ることができず，夜が明けま
した。

　そして，次の日，今まで想像したことのない緊急事
態が起こります。この夜，余震の恐怖に耐えながら，
私は，そんな事態に陥るなんて考えてもいませんでし
た。

３月12日
□客観的データおよび他の証言
▪午前０時49分　福島第一原発１号機で原子炉格納

容器内の圧力が高まったと東電が国に報告。
▪午前５時43分　１号機の中央制御室で放射線量が

上昇し，避難指示区域を３キロから10キロに拡大。
▪午前６時半頃，川内村役場に富岡町長遠藤勝也か

ら電話が入る。「原発の状況が思わしくない。避
難者を受け入れてほしい。」受話器の声は切迫し
ており，電話を受けた総務課長の井出寿一は，す
ぐに遠藤雄幸に連絡した。「ただごとではない」。
村長は，災害対策本部会議で村内の20施設を開放
することを決めた。
　井出茂氏の証言７　「〔（災害対策本部会議で〕
12日の午後から富岡町民を受け入れますので，各
施設で受け入れ体制を整えてください」と言われ
た。井出によると，「村の災害対策本部には衛星
電話が一台あるが，その衛星電話も大して役に立
たなかった。県庁とか国に問い合わせをしても，

「わかりました。検討してみます。」って言ったき
り返事が来ない。NTTにも何度も修理を要請す
るんですが，30キロ圏内には入るなという指示を
社内で出されているもんですから，来ない。／物
流も，途絶えた。12日の日から通信回線がまった
く使えなくなって《僕たちのこの地域は捨てられ
ていた。僕だけじゃなくて多くの人がそう思った
はずです。》

▪午前７時40分　福島第二原発の１，２，４号機が
冷却機能を失い，東電が国に緊急事態を通報した
ことが判明。
▪午後２時過ぎ　福島第一原発１号機の周辺で放射

性物質のセシウムが検出されたことが判明。炉心

溶融が起きたことを確認。
▪午後３時46分　福島第一原発１号機で水素爆発。

東電社員ら４人がけが。
▪午後７時４分　官邸の指示で福島第一原発の避難

指示の範囲を半径20キロ以内に拡大したと県【川
内村の一部が範囲に入る】。東電は１号機に海水
注入。
▪川内村の小・中学校や地区集会所などには富岡町

から避難者が殺到８。約3，000人の人口は，約9，000
人に膨れ上がった。村は防災無線で村民からボラ
ンティアを募り，コメの提供も呼び掛けた。午後
には受け入れが限界に達した。

□証言　約2,200名の避難者，学校はパニックになる
　不安ばかりの夜が明けました。朝６時ごろです。私
は，保健室から外の空気を吸いに出ました。その時，
川内村役場の方が車で見えられました。役場の方から
は，「富岡町から原発事故によりたくさんの避難者が
来ます。小学校でも体育館に避難者を受け入れること
になります。」という話を聞きました。「何名くらいで
すか？」「約300名です。」「え？」正直，驚きました。
そんな人数，果たして受け入れられるのだろうかと思
いました。

避難者受け入れの準備
　妻に事情を説明し，私は一人体育館に急ぎました。
鍵を開け，シートを敷く準備を始めました。川内村役
場の方も２名来ました。校長先生，教頭先生，当時は
避難区域になっていない２名の先生も集まりました。
みんなで体育館の床にシートを敷き，寒さに備え暖房
器具も準備しました。体育館玄関前には，受付場所を
設置しました。その後，男の先生と２人で外に出て，
車の誘導を始めることにしました。とても緊張します。
こんなに受け入れられるのでしょうか？大丈夫なんで
しょうか？
　でも，川内村消防団の方がたくさん応援に駆けつけ
てくれました。もちろん本校の保護者の方も多数いま
す。「先生，ここいらは俺らがやるから，先生らは中
さ入って，そっちの対応してくれ。俺らじゃ，中のこ
とはわかんないからよろしく頼む。」本当に心強かっ
たです。

避難者受け入れ開始
　私は中に戻りました。そして，体育館玄関で避難者
の受付と誘導を始めました。この時点で，川内小学校
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スタッフは５名しかいませんでした。双葉郡内沿岸部
は，政府からの避難指示により，先生方もあちこちへ
避難せざる得ない状況だったのです。みんな学校に戻
りたくても，戻れない状況になっていました。私は，
こんな人数で対応できるのだろうかと，不安に思いま
した。

もっともっと避難者が来るぞ！
　車は次々に入ってきました。受付では，全ての方に
氏名・連絡先・どこから来たかについて書いてもらい
ました。みなさん一様に疲れた表情をしていました。
無理もありません。昨夜は，どこかの体育館や公民館
などで，寒さに耐えながら不安な一夜を過ごしたので
す。当初，避難者の受け入れは300名と聞いていました。
でも，人の波は途絶えることがありませんでした。次々
に人が入ってきました。受付前は，見たこともないく
らいの長蛇の列ができてしまいました。
　教頭先生が走ってやって来ました。「もっと，もっ
と避難者が来るぞ！これから，全ての教室，廊下を開
放する。お年寄りや体の不自由な人は，暖房設備の整っ
た教室へ誘導して欲しい。特に赤ちゃんがいる方は保
健室へ移動させて欲しい」正直，驚きました。一体ど
のくらい来るのだろうか？全く予想がつきませんでし
た。それでも，私たちは必死になって受付し，各場所
に誘導しました。校長先生・教頭先生は，何度も何度
も放送を入れて，本校の避難場所について説明をして
いました。

2,200名に膨れ上がる
　避難者の中には，並ぶのに疲れ果てたのでしょうか，
受付名簿の記入は面倒だと書こうとしない方もいまし
た。自分の家族を，名簿で捜して欲しいとお願いして
くる方もいました。犬を連れてきたから，どこに置け
ばよいか尋ねてくる方もいました。いろいろなことを
矢継ぎ早に聞かれ，対応を求められました。でも，こ
こには，私を含め，３名のスタッフしかいません。名
簿を確認して家族がここに来ているか，避難者の方と
一緒に探してあげたくても，人の波は途絶えません。
できないんです。やってあげたくても，やってあげら
れないんです。この人数で，何百という避難者の対応
は，もうとっくに限界を超えていました。何とかして
あげたい。何度も私たちは，職員室に走っては戻り，
教頭先生に頼んで校内放送で探して欲しい方を呼び出
してもらいました。それだって，わずかな時間をかい
くぐっての対応です。残念ながら，対応してあげられ

ないことの方が，たくさんありました。
　そう思っていた頃，本校の先生が２名，ここへ避難
してきました。村の方の話では，「避難者は順番に回す」
と聞いていました。２名の先生方は，事態を予想して，
まっすぐ川内小へ向かってくれました。本当に助かり
ました。私たちは，限界近くまで達していたので，気
持ちにゆとりがなくなっていました。避難者の方へ丁
寧な対応ができなくなっているところでした。これで
本校のスタッフは７名になりました。２名増えただけ
で，これほど心強いと思ったことは，今までありませ
んでした。ようやく富岡町役場の方も来てくれました。
受付にも数名お手伝いが来ました。ようやく避難者の
受付，誘導がスムーズになりました。しかし，受け付
けても受け付けても，避難者は増え続けました。後か
らわかったのですが，川内小学校だけでも約2，200名
の避難者を受け入れたそうです。村の人口は約3，000
名ですから，その数字のすごさは予想できると思い 
ます。

避難所運営始まる
　午後になり，避難者の受け入れも落ち着き出しまし
た。富岡町役場の方が見えられたので，共同で避難所
の運営をすることになりました。富岡消防署川内分署
の方も応援に来てくれました。これで，ここ川内小学
校には，富岡町役場（10名程度）・川内小学校教職員（７
名）・富岡消防署川内分署（１名）の共同スタッフが
集まりました。少しずつですが，体制は整いつつあり
ました。肩の荷が少しだけおりました。その時の私は，
受付場所で対応したり，職員室で対応したりと，あち
こちを飛び回っていました。学校の施設について知っ
ているのは本校のスタッフだけです。各教室にゴミ袋
を設置したり，トイレットペーパーを補充したり，校
内放送の呼び出しをしたり，いろいろなことをしてい
ました。

避難者家族の安否確認
　避難者のみなさんは，自分の家族や友人が現在どう
しているのか一番不安に思っているようでした。私た
ちは，受付名簿や川内村の各避難場所などをコピーし
て貼り出すことにしました。避難者の方たちの不安を
少しでもやわらげてあげたいと思いました。また，唯
一使える公衆電話や職員室の固定電話も使用していた
だくことにしました。携帯電話の充電器がない方には，
校内放送で充電器をお貸しできる方を探しました。ち
なみに，この時点でも，私の両親たちの行方は全くわ
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かりませんでした。後から来た本校の先生に「勝人先
生の実家は大丈夫なようでしたよ」と言われていたの
で，たぶん……生きているはず……そう思っていま 
した。

避難者で溢れかえる
　学校中に避難者が溢れかえっています。使える全て
の場所は開放したので，もう空いているスペースは見
あたりません。歩く通路はせいぜい１メートル程度で
す。すごい光景でした。みなさんとても不安そうな様
子でした。私も不安でしたが，今はこの状況を維持し
ていくこと，避難者の負担が少しでもやわらげる努力
をすることだけを考えるようにしました。さいわいに
も川内小学校は，廊下に暖房設備があります。寒さだ
けなら何とかしのぐことができます。でも，これから
来る寒い夜を迎えるに当たって，不安はよぎりました。
　実は，この時点で救援物資は何も届いていません。
みなさん，自分で持ってきた毛布にくるまって暖を
とっています。何もない方もいます。食料だってあり
ません。たぶん，昨日から何も口にしていない方が多
数いたと思います。何よりも毛布や食料が必要です。
そう思っていた矢先，少しずつですが，救援物資が届
けられてきました。両役場の方が手配してくれました。
この時点で，政府や県からの支援はなかったように思
えます。各自治体がそれぞれの判断で必死になって手
配していました。

救援物資がまったく足りない
　まずは，届けられた水を体育館玄関前で配布しまし
た。数に限りがあるので，一本ずつ配りました。もっ
と欲しいと言われる方には，「すみません。数に限り
があるからご理解ください」としか言えませんでした。
何回も並ぶ方もいました。きっと家族が多かったので
しょう。私はそのことに気づいてはいましたが，「も
らいましたよね」とは言えませんでした。どうしよう
もなくなり，途中から，川内小学校の水道水は井戸水
なので，そちらを空いたペットボトルに入れて使って
くださいとお願いすることにしました。
　この頃になると，避難者の方でも自主的にボラン
ティアをしてくれる人が出てきました。知り合いの先
生は，受付のお手伝いをしてくれました。本当に助かり
ました。そういったボランティアの方と相談しながら
体育館玄関前で水の配布をしました。水が入っていた
段ボールは，避難者の方が床に敷くためでしょう。次々
に持って行きました。このような状況に陥った中で，

ボランティアが自然発生的に生まれてくれたことに本
当に感謝しました。自分たちだって，同じ避難者のは
ずです。苦しいはずです。不安なはずです。それなの
に手伝っていただいたことに，心から感謝しました。

2,200名に対して300食
　正午頃，体育館玄関前では，川内村婦人会の方が炊
き出しをしてくれました。豚汁とおにぎりです。おい
しそうな匂いがします。校内放送が入ると，玄関前に
は長蛇の列ができました。でも，ここで問題が発生し
ます。用意されていた食事は，約300名分しかありま
せん。ここには約2，200名の避難者がいます。どうやっ
ても数が足りません。はじめからわかっていたので，
ボランティアの方とどのような形で避難者へ食事を提
供するか相談しました。出した結論は，並んだ人一人
に対しておにぎり一個と豚汁一杯のみです。厳しい決
断です。たくさんの方に食事を少しでも行き渡らせた
いから，そうするしか方法がありませんでした。
　私たちは，何度も何度も罵声を浴びました。しかし，
言われて当然だと思いました。みなさん，もうとっく
に空腹の状態です。寝たきりの老人はもらえないの
か！家族がたくさんいるのにこれじゃ足りないだろ！
せっかく早くから並んでいたのになんなんだ！もっと
酷いことも言われました。でも，「すみません。たく
さんの人に食事を届けたいんです。がまんしてくれま
せんか。」何度も何度も頭を下げて謝りました。時に
は，「我慢してください！私だって同じように避難し
てきたんです。家族の行方さえわからないんです！が
んばりましょうよ！」と声を荒げてしまいそうになっ
たこともありました。そのたびに何度も何度も心の中
で「冷静に……冷静に……」と問いかけました。何だ
か自分の器が試されているような気がしてなりません
でした。そんな中でも，「大丈夫だよ。みんな大変な
んだから我慢するね。」そういってくれる避難者の方
もいました。涙が出るくらいうれしかったです。

度重なる苦情―もう限界
　でも，体育館玄関前はパニック状態に陥っていまし
た。別な場所では，川内村の方が公民館などで一生懸
命炊き出しをして食事の準備をしています。でも，間
に合わないんです。当たり前です。川内村に避難して
きた数は，川内村の人口をとっくに超えていたんです。
何度も何度も炊き出しが行われます。そのたびに校内
放送が入ります。長蛇の列ができます。炊き出しが来
る前から，ずっと並んでいる人だってたくさんいます。
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そういった状況の中でも，食事数は足りません。全然
足りません。食べたくても，ここに並べず食事をとれ
ない方もいます。炊き出しをしている川内村の方も，
数が足りずに何度も苦情を言われ，悲しくて涙を流し
ている方もいます。もう限界です。心が折れてしまい
そうです。私たちはある決断をします。

備蓄食料に手をつける
　ここには，救援物資として水以外にも「水で作れる
おかゆ」という備蓄食料が届いていました。数は約
200です。これを食事を取りに行けない，体の不自由
な方やお年寄りに何とかして配れないものかと考えま
した。この食料は，もしもの場合に備えた最後の手段
として考えていましたから，決断するには覚悟が必要
でした。校長先生・教頭先生に事情を説明し，許可を
得ました。しかし，数はたった200のみです。数名の
ボランティアスタッフだけでは，体の不自由な方やお
年寄りの方に確実に配ることは難しいと考えました。
そこで，校内放送でたくさんのボランティアを募るこ
とにしました。
　私は校内放送を入れました。「本校のボランティア
スタッフです。ご不便をおかけして申し訳ありません。
現在，川内小学校避難所は，数名のボランティアスタッ
フが中心となって運営されています。しかし，スタッ
フの数が足りず，現在，運営が困難な状態になってい
ます。そこで，みなさまにお願いがございます。只今
より，ボランティアをしてくださる方を募集したいと
思います。ご協力していただける方は，体育館玄関前
にお集まりください。よろしくお願いします。ご不便
をおかけして申し訳ございません。」何度も同じ内容
を繰り返し放送しました。そして，私は体育館玄関前
に行きました。

ボランティア集まる
　体育館玄関前には，たくさんの人が集まっていまし
た。その光景に，正直目を疑いました。老若男女を問
わず，約30名以上の方が集まってくれました。これな
ら，何とかなるかもしれない……。避難所を開設して
から，初めてそう思った瞬間です。ここで，私は，本
校のスタッフ及び炊き出しや水の配布をしていただい
たボランティアの方と事前に打ち合わせをしていた案
をみなさんに提案しました。
　「お集まりいただきまして，本当にありがとうござ
います。みなさんにご協力していただけるだけで，本
当に助かります。よろしくお願いします。ここに約

200のおかゆがあります。このおかゆは水でも食べら
れます。このおかゆをみなさんに手分けしてもらい，
体の不自由な方やお年寄りの方，つまり，この炊き出
し所に自分では来られない方に配って欲しいんです。
ただし，一度食事をされたような方は除いてください。
私たちは，できるだけ数多くのみなさんに食べていた
だきたいんです。」みなさん，その趣旨に賛同してく
れました。「そこで，みなさんお一人一人に，５個ず
つこのおかゆをお渡しします。すみませんが，これを
みなさんお一人お一人が各場所を巡回していただきな
がら，おかゆを必要としている方だけに渡して欲しい
んです。大変な作業になるかと思います。苦情を言わ
れるかもしれません。ですが，先ほどの趣旨をご説明
してください。そして，理解してもらってください。
ご協力よろしくお願いします。」

誰かのために生きる
　ボランティアの方の胸にガムテープを貼り，「ボラ
ンティア」と書いてもらいました。みなさん，自分た
ちから進んで回る場所を話し合ってくれました。おか
ゆの数は，たった200です。慎重に配る必要がありま
した。体育館を回る方・図書室を回る方・６年教室を
回る方……，もれなく，まんべんなく回れるように話
し合いは続きました。私は，みなさんそれぞれが強い
意志を持って参加しているように感じました。「わかっ
たから，そういう人たちに配るんだね」「はい。他の
人から何か言われるかもしれません。すみません。」

「大丈夫だから，ちゃんとやるから。」人は苦境に立っ
たとき，人としての価値が問われると思いました。こ
こでこんなに苦しい避難生活を強いられていても，誰
かのために生きられることができるんだと強く思いま 
した。
　ボランティアの方は，自分が配る分のおかゆを５個
持って，それぞれに分かれました。それぞれが強い意
志を持って，おかゆを配って歩いてくれました。本当
に助かりました。そして，ここから自然発生的にたく
さんのボランティアが生まれてきました。避難所の運
営も，何とかなるかもしれないと思い始めました。

１号機水素爆発
　しかし，このとき，あの福島第一原子力発電所の１
号機建屋で水素爆発が起こります。ようやく落ち着き
だした川内小学校が，またパニックに陥ることになり
ます。
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　テレビ局のアナウンサーが，何回も何回も何かを訴
えていました。耳を傾けてみると，１号機建屋で水素
爆発が起こったようです。職員室のテレビにスタッフ
が集まり，みんなで固唾をのんで，その報道を見まし
た。これは一体どういうことでしょうか？今，何が起
きたのでしょうか？なぜ，１号機建屋は爆発したんで
しょうか？私たちが予想だにしなかった事態です。勿
論，原子力発電所が，震災の被害を大きく受けている
ことはわかっていましたし，そのために避難指示も出
ていました。だから，今こうやって避難所が開設され
ています。しかし，当時の政府は，「直ちに健康に被
害を与えるものではない」と記者会見で言っていまし
た。そう言っているのですから，たぶん大丈夫だろう
と，内心思っていました。原子力発電は安全だと，私
は，子どもの頃からずっと教えられてきました。たぶ
ん，原発立地町の住民は，すべからくそのように教え
られていたはずです。このとき，同じくらいのタイミ
ングで，今度は，富岡町役場の方にも情報が入ってき
ました。
　爆発は事実でした。紛れもない事実でした。川内小
学校避難所では，避難者の方が思い思いに教室のテレ
ビを見ていましたから，その情報は瞬時に伝わりまし
た。ですが，全ての方がこの情報を共有できているわ
けではありません。避難者は校舎中にいます。テレビ
が置いていない場所もあります。外にいる人もいます。
この情報を伝えなければ……。校長先生と役場の方が
話し合いをし，校内放送によって１号機建屋水素爆発
の事実が放送されました。

職員室，騒然
　青ざめた顔で建屋爆発について聞きに来る方が職員
室に増えました。「一体，どういうこと？」って聞か
れました。私たちも答えようがありません。「わかり
ません。でも，事実のようです。」「ここにいても大丈
夫なのか。」「すみません。わかりません。」そんな返
答くらいしかできません。大変な事態になってきまし
た。もしかしたら，ここにも放射能が降ってくるかも
しれません。川内小学校は，福島第一原子力発電所よ
り約22キロの場所にあります。放射能汚染の被害は，
距離的に十分に考えられます。ですが，ここには現在
もたくさんの避難者がいます。現状では，全員で避難
する手段も方法も見つかりません。政府や県からの支
援は，まだ何も来ていません。私たちだけの判断に委
ねられることになります。職員室は，騒然となりまし
た。「どうする？どうする？」役場の代表の方も困惑

してしまっています。私は，今だかつてこのような事
態を経験したことはありませんでした。

安定ヨウ素剤を配布
　いよいよ甲状腺被ばくを防ぐために，安定ヨウ素剤
を配布すべきかどうかの協議になりました。被ばくを
防ぐための，最後の切り札です。町役場の保健師さん
が，県や国に何度も何度も問い合わせていました。と
ころが，どこからも明確な回答は得られませんでした。
結局，自治体の判断で安定ヨウ素剤を配布することに
なりました。放送を入れると，体育館通路前には長蛇
の列ができました。保健師さんは，一人一人に説明し
ながら必死になって安定ヨウ素剤を配っていました。
ただ，これを飲んだとしても，どのような効果が得ら
れるかは，誰もわかりません。しかもヨウ素剤には，
副作用もあるみたいです。私には，いちかばちかのか
けようにしか見えませんでした。でも，それでも飲む
しかありませんでした。よくわかりませんが，現状で
はこれがベストの選択でした。しかし，安定ヨウ素剤
の効果は24時間だそうで，それ以上は効果は持続しな
いとのことです。しかも，安定ヨウ素剤は一人一つの
みです。つまり，もう一度何かあったら，間違いなく
アウトです。だから最後の切り札です。口に入れた瞬
間，私は恐怖を覚えました。でも，このやりとりで納
得いかないこともありました。安定ヨウ素剤は，40歳
以上の方には配布されませんでした。わたしにはよく
わかりませんが，安定ヨウ素剤は40歳以上の方には効
果は得られないそうです。なんだか，人間の尊厳が差
別されているような感じがして，私はとても嫌な気持
ちになりました。

川内村民から毛布と食料届く
　まもなく夕方を迎えます。川内村の氷点下の世界が
近づいてきます。この時点でも，川内小避難所で問題
になっていたのは，食料と毛布でした。寒さと飢えを
しのぐ方法を見つけることが，最重要課題でした。
　そのときです。なんと，村の村内放送が流れました。
川内村では，全村民に毛布と食料の支援をお願いした
のです。これには驚きました。村内放送が何度も何度
も流れ，支援を呼びかけました。この状況の中におい
て，川内村がこのような行動に出たことに，私はとて
も感動しました。村の方々だって，今，大変な状況に
いるはずなんです。それなのに，誰かのために必死に
なって動こうとしてくれています。簡単にはできない
ことだと思います。人は窮地に追い込まれても，人と
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しての尊厳を失わず，行動することができる。すごい
ことです。

感謝の言葉
　ほどなくして，たくさんの毛布，米・野菜などの食
料が次々に届けられました。「先生，これ持ってきた
から，みんなさ配ってない（配ってね）！」保護者の
方が次々に現れ，支援物資を届けてくれました。「い
いんですか。こんなにたくさんお借りして。」「いいか
ら。いいから。みんなさ使ってやって。」みなさん，口々
にそう言ってくれました。嬉しい！本当に嬉しい！村
は……人なり，川内村をこよなく愛した〈かえるの詩
人〉草野心平さんが遺した言葉を，私は思い出しまし
た。私は，川内村の教員であることをとても誇りに思
いました。
　校内放送を何度も流しました。毛布が届けられたこ
とを何度も何度も放送しました。川内村の方々の温か
い気持ちが避難者のみなさんに伝わるように心を込め
て放送をしました。このときの放送ほど，嬉しかった
ことはありませんでした。避難者のみなさんも，毛布
を受け取りながら，口々に感謝の言葉を言ってくれま
した。ここでは，毛布を奪い合うようなやりとりは，一
度もありませんでした。みなさんそれぞれの置かれて
いる避難環境の中で判断してくれました。「ああ，大
丈夫。大丈夫。うちらは一枚で十分だから，ない人にあ
げてね。」そんな言葉もたくさんいただきました。避
難者の方，それぞれが誰かのためを思って考えて行動
しようとする……そんな人が増えたように思えました。

避難生活に一筋の光。暗転。
　夜になっても，支援物資は次々届けられました。寒
さを避難者のみなさんがしのげる。それだけで，私は
満ち足りた気持ちになりました。食料もどんどん届け
られました。明日からは，この食料を使って避難者自
身が自炊する計画も出てきました。飢えだって何とか
なる。避難生活に一筋の光が見えた夜でした。

　それなのに……このとき福島第一原発は，すでに大
変危険な状態になっていました。私たちには，この危
険な状態を意識することは，全くできていませんで 
した。

３月13日
□客観的データ　なし

□証言　避難者の絆，支え合い・助け合い
　夜が明けました。2，200名の避難者のみなさんを受
け入れた初めての夜でした。外には雪が積もっていま
した。やっぱり氷点下の世界になってしまいました。
昨晩，私と家族は川内村在中の先生のご厚意で，その
先生の自宅に泊めさせていただきました。川内村の村
民のみなさんだって，大変な状況にあります。それな
のにいろいろとご準備していただきました。そのこと
がとても嬉しかったです。感謝の気持ちでいっぱい 
です。

川内小学校へ再び戻る
　朝，川内小学校へ戻りました。校庭に駐車している
車の台数が減っていました。きっと，みなさんどこか
へ避難したんだなと，私は思いました。当たり前です。
１号機建屋が水素爆発したのですから……。状況だっ
てよく分からないんです。でも，私たちスタッフには，
まだまだ対応しなければならないたくさんの避難者の
方がいます。

暖房はもちそう
　寒さをしのぐ毛布の数は，昨晩，村民の方のご厚意
で何とかなりました。支援物資としての毛布もようや
く届きましたので，数は足りました。これで，寒さは
何とかしのげそうです。暖房器具の燃料についても，
村民の方が手配をつけてくれることになりました。燃
料を微調整しながら使用すれば，あと数日は持ちそう
です。この点については，とても安心しました。

問題は食事
　昨日は，提供できる食事がほとんどありませんでし
たから，大変なパニックになりました。何らかの策を
講じる必要がありました。空腹でいらっしゃる避難者
の方はたくさんいます。そこで，昨晩，村民の方から
いただいた支援物資をボランティアで調理して食事を
作る案が出ました。ありがたいことに米や野菜はたく
さん届けられています。空腹を少しでもしのげる量は
あります。おにぎりや汁物を作ることは十分可能です。
ただし，本校の家庭科室の調理器具だけでは，たくさ
んの避難者の方に提供できる十分な量を作ることはで
きません。ですから，両役場の方が調理器具を調達し
てくださいました。一度に食事が作れる大きな鍋など，
たくさんの調理器具が届けられました。
　いよいよボランティアを募り，食事の準備が始まり
ました。ここでは，女性の方がたくさん集まってくだ
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さいました。サポートしてくださる男性の方も集まり
ました。昨日からたくさんのボランティアができまし
たので，みなさん協力して食事の準備が始まりました。
校舎の中庭には，テントが設営され，そこで食事の準
備が行われました。この場所は，毎年，秋になると本
校の児童が芋煮会をしていた所です。みなさん大変な
状況に置かれているのに，一生懸命食事の準備をして
くださっている光景がとても嬉しかったです。
　別な場所では，できあがった食事をどのように各教
室・廊下・特別教室・体育館などに配当するか協議を
始めました。うまく配当できなければ，また，ここで
も昨日のようなパニックが起こります。そこで，各教
室ごとに放送を入れ，順番に食事を配ることになりま
した。不公平感がないように，昼食と夕食で配当する
順番を入れ替えるようにもしました。

あたたかい汁とおにぎり一つ
　できたてです。湯気が出ています。おいしそうです。
食事を提供しているボランティアの方，食事をもらっ
ている方，みなさんの笑顔が何とも素敵でした。私も
食べましたが，今まで食べたことがないくらい絶品の
味がしました。「ああ，生きている」という思いを実
感しました。少量ではありましたが，空腹だけじゃな
い何かが満たされたような気がしました。たぶん，そ
れは，はじめは混乱状態だった川内小避難所がたくさ
んの方々の支援により，どうにかこうにか軌道に乗り
だした安堵感と，たくさんの方々が力を合わせ，この
困難な状況を乗り越えようと動き出したことによる嬉
しさなどの，様々な感情が混ざり合った感覚でした。
　食事は大切でした。避難者のみなさんの表情も少
しだけ和らいだような気がしました。この頃になる
と，避難指示区域に入っていない船引町などに買い物
に行かれる方もいました。みなさん着の身着のまま避
難されていたので，衣類や食料などを買って来る方も
いました。原発の状況は，まだまだ何も見えない状態
でしたから，どこかへ避難するというには決断しづら
い状況だったと思います。政府は，「直ちに健康に被
害を与えるものではない」と言っていましたから，そ
れを信じるしかありませんでした。きっと，行く当て
のない方もたくさんいたと思います。ガソリンもない
状態でしたから，移動のために取っておく方もいたと
思います。それでも，少し少しずつですが……車の台
数は減っていきました。校庭に置かれていた車の台数
が，時間が経つにつれ少しずつ少しずつ減っていく光
景に，私は何だか得体の知れない恐怖を覚えていまし

た。国は「まだ大丈夫」と言っているけど，きっと，
何かがどこかで起きている。そう思っていました。で
も，今は目の前の職務をこなしていこうと思っていま
した。

診療，不安相談，不満，苦情
　川内小避難所では，実は，他にも問題がありました。
それは，持病をもたれている方の対応です。川内村に
ある唯一の診療所は，常にたくさんの病人の方が診療
を受けていました。そこへ役場が手配したマイクロバ
スで治療へ行く方もいました。避難所には，明日には
インスリンを打たないと危険な方もたくさんいました
から，役場の方が四方へ電話をして対応していました。
そういった明日への不安がある方が，たくさんいまし
た。また，心身の不安が募り，職員室に何度も何度も
相談に来る方もいらっしゃいました。現在の事態が飲
み込めずにいる方がたくさんいましたから，避難所ス
タッフは，それぞれの方の話を聞き，相談に乗るとい
うことが多くなりました。時には，不満や苦情を言わ
れる方もいましたので，慎重な対応が必要でした。私
たちスタッフを含め，避難をしている人間は誰もがた
くさんの不安を抱えています。話を聞き，共感的に受
け止める努力をしました。　
　しかし，この対応は，本当に難しかったです。何だ
か神様に自分の中の人間としての器を試されているか
のようでした。私も避難している身ですから，避難さ
れている方の気持ちはよく分かります。分かるように
努力もしました。だから，もめている所に出向き，話
を聞くこともしました。冷静でいられることが，こん
なに大変なことなのかと，痛感しました。でも，ここ
で一番学んだのは，富岡消防署川内分署から派遣され
ていた消防士の方の真摯な対応でした。みなさん一人
一人の話をじっくり聴き，笑顔でこたえていました。
実は，その消防士は，私の高校の同級生でしたから，
彼のそういった思いやりのある真摯な対応を見て，我
が身のことをたくさん振り返りました。彼は，原発の
現場にも出動しています。もっともっと危険な目にも
遭っています。ですが，そんなことは微塵にも感じさ
せない心のこもった対応に，私は感銘を受けました。
そして，自分もそのような対応をしなければと，肝に
銘じました。

各所の避難者名簿の作成
　他にも，誰がどの避難所に避難しているか，名簿を
使って探す作業も増えました。避難者の方は，自分の
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身内や仲間がどこに避難しているか分からずに不安な
時を過ごしています。たくさんいらっしゃいます。中
には，各避難場所を歩いて探す方もいました。この頃
になると，川内村に避難している方の避難者名簿は，
両役場の方のご尽力により，何とか形になるものとし
てできてきました。その名簿を何部かコピーし，職員
室前にコーナーを設けました。そこで自由に見てもら
うようにしました。自分では探すのが分からない方に
は，一緒に探してあげるようにもしました。
　私も両親たちの行方が心配でしたから，その名簿で
家族の行き先を見つけることができました。やっと自
分の両親たちの無事を確認しました。ですが，会いに
行くことはしませんでした。私は避難所スタッフでし
たから，こちらの方の対応が今すべきことと考えてい
たからです。実は，後から分かったのですが，両親
は，地震の際に逃げた時に，家の瓦が父の頭部に直撃
し，意識不明になっていたそうです。母も父を救出し
ようとした時に，右手に大きな傷（後に骨折していた
ことが判明しました）を負っていたそうです。どちら
も血だらけのまま不安な一夜を過ごし，そして，川内
村へ避難していたそうです。高齢の祖母は無事でした
が，慣れない避難生活に身も心も疲れ果てていたそう
です。この時，自分がそこに行ってあげれば，両親た
ちの不安を何とかして取り除いてあげられたかもしれ
ません。自分が早く気づいてあげれば，もう少し別な
対応ができていたかもしれません。このことは，未だ
に悔やまれます。

村は人なり
　川内村の方は本当に親切な方たちばかりです。毛
布や食料の支援以外にも様々な支援をいただきまし
た。避難者の方には，赤ちゃんと一緒に来ている方も
いました。近所の方が，そういった方に自宅でお風呂
に入れてくれたり，紙おむつを持ってきてくれたりす
る方もいました。ミルクを届けてくださる方もいまし
た。みなさんが，それぞれ思い思いに考えていたこと
をしてくださいました。川内小学校の保護者の方も，
PTA会長さんをはじめ，たくさんの方が心配して様
子を見に来てくれました。何か手伝うことはないかと
申し出てくださいました。「村は人なり」です。人間
の暖かさを，私はかみしめることができました。

他県から救援物資乗せて
　実は，他県からも，現状を憂い，自動車で何時間も
何時間もかけ，支援物資を個人で届けてくださった方

もいました。「私は，阪神大震災でたくさんの方の支
援をいただきました。ですから，その恩返しがしたい
と思ってやってきました。これを使ってください。」
そう言って，赤ちゃん用の紙おむつやミルクを渡し，
またすぐに帰って行かれました。ここは，原発が危険
な状態にある場所です。それなのに，私たちの現状を
思い，そして，来てくださいました。私は，嬉しさの
あまり，涙が出てしまいました。だって，ここには政
府の支援も来ない危険な場所なんです。現に，本来は
災害救助に来てくれる自衛隊ですら，素通りしてしま
う地域なんです。私が記憶するに，川内小避難所に来
てくれた自衛隊の方は３名でした。それも現状を見に
来た程度でしょうか？すぐに帰って行かれました。今
は，たくさんの地域が被災し，救援が必要でしたから，
仕方がないといえばそうなんですが，私は怒りを覚え
ていました。

　だから，村民の方や支援物資を届けてくださる方の
そのやさしさに心を打たれました。人は，誰かが本当
に困っているとき，そのとき，どう動くべきかを考え，
そして，どのような行動を実際に起こすか，それが一
番大事なんじゃないかと思いました。

３月14日
□客観的データおよび他の証言
▪午前11時１分　福島第一原発３号機で水素爆発。

経済産業省原子力安全・保安院は半径20キロの住
民らに屋内退避を呼び掛け。
▪午後７時55分頃　福島第一原発２号機で燃料が水

面から完全に露出し，原子炉が空だき状態になっ
たと東電が公表。

▪井出茂氏の証言　13日まで上空をヘリが飛んでた
んですが，14日になったら報道関係のヘリもいっ
さい飛ばなくなった。《だからその状況を見たと
きに，あぁ僕らは捨てられたって思いました。》
国からの指示もない，県からの指示もない。そう
いう中で，何の情報もなく僕たちは一方的に流れ
てくるテレビの映像でしか判断できない。そうし
た状況に置かれて，焦りというか，なんて言うん
でしょうね，ここから出なくちゃいけないんだと
いう思いが強くなっていきました。
　14日の日に災害対策本部〔川内村と富岡町の合
同〕で川内村の遠藤雄幸村長が，会議を開いたん
です。15日には避難しようと。すると，ちょっと
待ってと，そこにいた富岡の遠藤勝也町長が原子
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力安全・保安院に衛星電話を使って電話したんで
すよ。じつはこの話はどこにも報道されなかった
と思いますけれども，原子力安全・保安院のナン
バー２が「絶対，原子力発電所は安全だ」「だか
ら大丈夫だ」と言って，一度，15日の避難をおも
いとどまったんです。／衛星電話を通じて「絶対
安全だ」と。

□証言　３号機建屋が爆発する。「もう，ダメかもし
れない。」

　運命の日が来ました。

　私たちの恐れていたことが，悲しいことに……現実
のこととなってしまった日です。そうです。あれは，
忘れもしない午前11時１分です。福島第一原子力発電
所３号機建屋が水素爆発を起こしました。その映像が
リアルタイムで，私たちの目に飛び込んできました。

体を休めるようになるが……
　その日の朝は，とてもすがすがしい朝でした。川内
小避難所には，まだまだたくさんの避難者の方がいま
したが，避難所の運営は，何とかうまくいっていまし
た。みなさんが力を合わせたからこそ，ここまでの状
態までたどり着きました。この状態を維持できるなら，
あと数日は何とかなりそうだと思っていました。
　当時，私は，川内小の放送室をお借りし，妻と愛犬
とで寝泊まりをしていました。校長先生は，私たち７
名の教職員を昼間の勤務と夜の勤務に分け，私たちの
負担を減らす体制にしてくださいました。昨夜には，
避難所開設以来，はじめての打ち合わせをすることも
できました。体制が整えられたことにより，幾分，体
を休めることができそうです。ここまで，眠りたくて
もほんとんど眠れない状態で対応していることが多
かったです。私たちは，常に交代で仮眠をし，避難者
の方の対応をしていました。13日の夜，私は夜勤でし
たから，14日の昼間は体を休め，その日の夜に備える
はずでした。

３号機水素爆発
　しかし……午前11時１分，福島第一原子力発電所３
号機建屋が水素爆発を起こしました。その映像はリア
ルタイムで，私たちの目に飛び込んできました。この
ことを，最初に私に教えてくれたのは，妻でした。「大
変なことになっている。」そう言われ，私はテレビの
映像を見ました。爆発の瞬間が，何度何度も放映され

ます。体が凍り付きました。背筋がぞっとしました。
　ここは，原発まで22キロの所です。放射能汚染の可
能性は十分にある所です。現にこの爆発の後，村内放
送による各地点の放射線の値が跳ね上がったと聞きま
した。何十倍にもなったそうです。何度も何度も同じ
映像が繰り返されます。私たちは，それぞれが思い思
いのことを口にせず，ただ黙って見るしかありません
でした。「危ない……。」誰かがそう言ってしまうと，
たちまち，ここが混乱状態に陥ってしまうからです。

　妻は身の危険をとても感じたそうです。私は避難所
スタッフとして動いていましたから，テレビ等で情報
を得ることはあまりできていませんでした。むしろ，
妻の方が身の危険がすぐそこまで来ていると実感した
そうです。
　でも，私たちには，どうすることも実はできません
でした。ここには，他の場所に避難したくてもできな
いたくさんの避難者の方がいます。爆発の映像は，み
なさん見られているはずです。職員室に状況を訪ねて
くる方もいました。しかし，政府の発表は，曖昧でした。
この時点で，何をどう信じていいか分かりません。た
だ，危険な予感だけは十分にありました。それは，12

日に１号機建屋が爆発した時以上のものでした。

　校庭に駐車していた車の台数が一気に……一気に
減っていきました。みなさん，同じことを考えていま
した。このままでは……危ないと……。

不安を分かち合うことしか……
　この時点で両役場の方の動きは忙しくなりました。
きっと様々な状況に備えて対応についての対策を練っ
ていたんだと思います。しかし，ここ川内村には，村
民の方と双葉郡内から避難したたくさんの避難者の方
がいます。想像するに，とても緊迫した対応を迫られ
ていたんだと思います。
　私たち川内小教職員スタッフは，それでも避難者の
方の対応をすることにしました。今，何かを騒いでい
ても，どうすることもできません。だとしたら，今，
目の前にいて，身の危険を感じながら不安を抱えてい
る避難者の方とともに，不安を分かち合って励まし合
おうと思いました。私は，「まだまだ大丈夫だ」と，
自分に言い聞かせました。不安なことを口にしたら，
それに負けてしまいそうな気がしたからです。それか
ら午後になり，妻は「避難した方がいいのでは」と，
私に相談してきました。実は，ずっと前からそう思っ
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ていたそうです。でも，避難所スタッフとして動いて
いる私のことを思い，自分の思いを口にすることを我
慢していたそうです。もう限界だそうです。私もどう
していいか分かりませんでした。

私もパニック。思い出せない。
　それから……夕方まで，私は一体何をどうしていた
んだか，この手記を書いていても未だに思い出すこと
ができません。この部分だけは，どうしても書くこと
ができません。できないんです。たぶん，自分は，心
の中でパニックに陥っていたんだと思います。避難所
スタッフとしての自分，家族を大切にしたいと思って
いる自分，２つの思いが交互に入り乱れていたんだと
思います。懸命に避難者の対応をしているスタッフと
一緒に無我夢中で何かをしていたんだと思います。

　恐れていたことがさらに起こりました。

命の危険を感じて
　夜８時頃，今度は２号機原子炉が空焚き状態になっ
たと発表されました。空焚き？原子炉が空焚き？……
何かが変わろうとしていました。私は，原子力発電に
ついては素人ですが，原子炉が空焚き状態に陥ること
が，どれだけ危険な状態なのかは，容易に想像するこ
とができます。１号機水素爆発，３号機水素爆発，こ
の時点で大量の放射性物質が飛び散っています。そこ
に２号機原子炉が空焚き状態です。きっと，まもなく
２号機も水素爆発を起こすことでしょう。いや，空焚
き状態ですから，もしかしたらそれだけでは済まされ
ないかもしれません。そして，ここは第一原発から22

キロ圏内にあります。もしも，そのような事態になっ
たら，命の危険にさらされるかもしれません。

　「先生方は，もう避難した方がいい。家族を大切に
しないといけない。」

　そう言われました。先生方は……？え？校長先生と
教頭先生は……？私は耳を疑いました。「校長先生と
教頭先生はどうされるんですか？」私は，教頭先生に
聞きました。「ここに残る。でも，いよいよの時は避
難するから。」その言葉には悲壮な思いと，命を賭け
た強固たる意志が感じられました。
　そんなことはできない。私は強く思いました。お２
人を残して，自分だけが避難するなんてできないと思
いました。私は「分かりました」とは，言えませんで

した。しばらくして，先生方同士でも話し合いがもた
れました。避難についてどうするかと。みんなどうし
ていいか分かりませんでした。家族のこと，避難所の
こと，きっとたくさんの思いが交錯していたんだと思
います。でも，「俺もいずれ避難するから，みんなも
順番に避難しよう」と声をかけました。自分は最初か
ら避難するつもりはありませんでした。この場に居続
けることが，自分の使命であると思っていました。で
も，誰かが「自分は避難しない」と口にすれば，先生
方はみんな行動できなくなってしまいます。だから，

「順番に避難しよう」と声をかけました。

　究極の決断でした。

　先生方も次々に避難を始めました。それぞれが，そ
れぞれの場所に避難することになりました。何か後ろ
めたい，申し訳ない思いを抱きながらの避難でした。
ここ川内小避難所は，当時すでに固定電話を含め携帯
電話すら使用不能に陥っていました。あるのは，何と
か準備できた衛星電話のみです。ですから，誰とも連
絡が取れない状態になっていたんです。そこでの，こ
の事態です。誰も救助には来てくれません。ここは危
険な状態だから，私たちは国からもしかしたら見放さ
れたかもしれない。みんな口々にそう言っていました。
そうではなかったんでしょうけど，置かれている究極
の状況の中では，「見放された」そう思わざるを得な
い雰囲気になっていました。

　もう終わりかもしれない……。死ぬのかな……。

　妻には何度も何度も説得されました。妻の必死さは
痛いほど，私には分かりました。でも，私はなかなか
決断することはできませんでした。様々な思いが，私
の中で交錯していました。そこで，私は考えました。
まずは，妻と愛犬だけ，妻の実家がある福島市に避難
させ，自分はここに戻って来ようと思いました。もし
かしたら，福島市でも大変な状態になっているかもし
れません。ですが，ここよりは安全だと思ったんです。
まず，家族を安全な場所に避難させ，そして，自分は
ここに戻り，避難したくても避難できない避難者の方
の対応をする。そう心に決めました。
　妻に避難することを話しました。そして，避難の準
備を始めました。私たち教職員スタッフが次々に避難
をしている状況ですから，周囲のみなさんにも影響を
与えかねません。私は，荷物を放送室の窓からひっそ
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りと運び出しました。何回も何回も窓から出入りしな
がら，とても惨めな思いをしました。避難者の方に申
し訳ない。校長先生，教頭先生に申し訳ない。役場の
方に申し訳ない。そんな気持ちでいっぱいでした。

私も避難
　あれは，夜11時過ぎくらいのことでした。校長先生
と教頭先生は，校長室で話し合いをしていました。私
は，お２人の顔を直視することができませんでした。
私は避難することを相談しました。お２人は快く応じ
てくださいました。この時点で，私は「自分はここに
戻ってくる」ということは言えませんでした。言った
ら，きっと「そんなことはしていけない」と言われる
と思ったからです。泣きそうでしたが，ぐっと堪えま
した。お２人の優しさに応えるために……。
　その後，私はまだ残っていた１名の教職員スタッフ
に「自分も避難するから，先生も早く避難した方がい
い」と話をしました。先生は，そうすると言ってくれ
ました。

たぶん，こうするしかない
　真夜中，妻と共に福島市に向かうことにしました。
車に乗り，エンジンをかけました。このスイッチが今
までにないくらい重たく感じました。ああ，自分はま
だ押したくないんだと思いました。川内小が，バック
ミラー越しに少しずつ見えなくなっていきます。それ
と同時にものすごい罪悪感と後ろめたさが押し寄せて
きました。これで本当に良かったのだろうかと思いま
した。でも，妻の表情が幾分和らいだので，「たぶん，
こうするしかなかったんだ。」自分の心に何度も何度
も言い聞かせました。

３月15日
□客観的データ
▪午前６時10分　福島第一原発２号機で爆発音。経

済産業省原子力安全・保安院は「放射性物質が漏
洩する恐れ」と発表。
▪午前９時40分　福島第一原発４号機の原子炉建屋
４階で出火。福島第一原発の半径20～30キロの住
民ら約14万人を対象に，屋内退避を指示。
▪井出茂氏の証言　遠藤村長は15日に議会議員と区

長を集めて，再度会議を開いた。一刻の猶予も許
されない状況で，彼は村のトップとして，村民の
安心安全を最優先に考えて，国の指示とか県の指
示ではなくて，16日に避難を始めると決断するん

です。自ら考えて，自ら判断し，自ら行動したっ
ていう意味で非常に僕らは頼もしく感じました。

□ 証言　福島市へ避難する。校長先生，教頭先生
……ご無事でしょうか？

　福島市に向かうためには，普段は葛尾村，浪江町津
島，川俣町を通っていけば，ここから約１時間20分程
度で着くことができます。でも，地震による道路状況
の危険と放射性物質がそちら方面に飛散されているか
もしれないという情報から，私たちは郡山市を経由し，
遠回りをして福島市に避難することにしました。
　驚いたことに，川内村を出ると，膨大な数のメール
と着信履歴が私と妻の携帯に入ってきました。よかっ
た。ここは，まだ電波が入る。改めて川内村の通信不
能状態の恐ろしさを実感しました。やっぱり見放され
ていたのかもと，また思ってしまいました。メールと
着信履歴からは，私たちのことを心配してくださった
たくさんの方がいることを感じました。そして，自分
は一人じゃないんだと思いました。妻は福島市の実家
に連絡をし，実家の母の無事を確認しました。そこに
避難させてもらえないかとお願いしました。妻の母は，
ゆっくりでいいから，焦らずに来るようにと話してく
れました。よかった。これで妻を避難させる場所が確
保できた。私はそう思いました。

　「あなた，私を実家に預けて，川内小に戻るつもり
でしょ？」

　突然，妻に言われました。私の表情や態度から，妻
は，私が実は戻るつもりではないかとずっと考えてい
たそうです。福島市に着くまで，何度も何度も説得さ
れました。沈黙が続くと，「ダメだからね。絶対に戻
らせないからね。」と説得されました。しばらくの間，
私は返答ができませんでした。私自身も迷いが生じ始
めていました。命の危険にさらされていることよりも，
何かこう違うことを考えていました。それは，膨大な
数のメールと着信履歴があったからなんです。

　自分はたくさんの人に支えられている。
　自分はたくさんの人に心配されている。
　自分はたくさんの人のおかげでここまで来ている。
　今，何に応えるべきか。
　今，自分がなすべきことは何なのか。

　そう思い始めたら，自分はこのまま避難することが，

―　　―78



原発震災に立ち向かった教師たちの記録（第一部） （7177）

―　　―79

実は，自分にとって，自分を支えてくれるたくさんの
方の思いに応えることになるのでは，という考えにた
どり着きました。真っ先に，校長先生のやさしい笑顔
と教頭先生の強い思いが，目に浮かびました。

　避難しよう……。たくさんの方の思いに応えるため
に……。

　私たちは，福島市の妻の実家にようやくたどり着き
ました。深夜２時半頃だったと思います。こちらも，
被災しているので大変な状況でした。でも，見慣れた
場所に戻ることができ，妻は安堵の表情を浮かべてい
ました。私もこれで良かったんだと，何度も何度も自
分に言い聞かせていました。でも，妻には何度も何度
も諭されました。戻ることが，校長先生と教頭先生の
思いに応えることにはならないと，言われ続けました。
避難することを決断しましたが，私は，何かこう複雑
な思いが自分の中に入り乱れていました。その日の夜
は，久しぶりの布団に入りましたが，眠ることはでき
ませんでした。やっぱり，これでよかったんだろうか，
と思いました。避難所に残られたお２人の姿ばかり想
像していました。
　
余震震度５
　朝になり，大きな余震が起きました。震度５はある
みたいです。これ以上私たちを苦しめて，何をどうし
ろというのでしょうか。私はこの天災に憤りを覚えま
した。

　２号機はついに爆発しました。

　恐れていた事態になりました。福島市は，この時点
ですでに高い放射線量を示しています。このままでは，
ここも危ないかもしれません。私たちは，いつでもこ
こから避難できるようにと，玄関に避難準備物を用意
しながら，現状を注視していました。あの頃，山形ま
で避難する計画もありました。行くあてはありません
けど，とりあえず遠くへ，もっと遠くへ避難しようと
考えていました。

　時間は覚えていませんが，その日の昼間に教頭先生
より連絡がありました。自分も家族を連れて，避難し
たこと，そして，これから，川内小へ戻るということ
です。安心しました。教頭先生が無事でいたこと，家
族のみなさんが避難できたこと，何より教頭先生の元

気な声を聞けたことが嬉しかったです。

　ただ……その後……

　校長先生と全く連絡が付かない

　ということなんです。背筋が凍り付きました。教頭
先生の話によると，校長先生は，避難者の方と共に，
川内小にまだ残っていられる，とのことです。しかし，
川内村は現在も通信不能状態です。連絡のつけようが
ありません。私は，何度も何度も電話とメールを試み
ました。無理だとは分かっていましたが，心配で心配
でいてもたってもいられなかったんです。戻りたい。
本気でそう思いました。ただ，自分が支えなければな
らない家族もいる。心の中で葛藤しました。そして，
どうか，どうか，ご無事でいられることを願いました。

　テレビでは，川内村が全村避難をするかもしれない
という報道が流れていました。早く……早く……避難
してくれ。ずっと，そう思っていました。

祖母の救助へ
　程なくして，私は，自分の両親たちとようやく連絡
が取れました。両親と祖母と妹夫婦は，川内村から避
難し，現在，郡山市にある安積高校の体育館にいると
いうことを，別な場所へ避難している妹夫婦から連絡
を受けました。ですが，両親が怪我を負っていること，
そして，高齢の祖母が心身ともに危険な状態かもしれ
ない，ということが分かりました。
　この頃，福島県のガソリンスタンドは，震災の影響
でほとんど給油できない状態でした。
　私の車には，郡山市を往復する程度のガソリンは
あったので，祖母だけでも，救助に向かうことにしま
した。両親や妹夫婦には，申し訳なかったのですが，
祖母を連れて行くだけで精一杯の状況だったんです。
ここでも，究極の選択を迫られました。両親たちは，
知り合いも含め，たくさんの方と安積高校体育館に避
難していました。ですから，両親や妹夫婦だけを救助
するのは，難しい状況でした。なので，両親や妹と相
談し，まずは祖母だけを救助することにしました。
　そのことにより，自動的に私が川内村へ行くだけの
ガソリンはなくなってしまいます。福島市から避難す
るためのガソリンもなくなってしまいます。でも，私
たち夫婦は祖母を救助しに向かいました。途中，ホー
ムセンターに行って，体育館での寒さをしのぐものを
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たくさん買い込みました。妻の母からは毛布もお借り
しました。あのとき，最悪なことに外は雪が舞ってい
ました。後から分かったのですが，あの雪にはたくさ
んの放射性物質が含まれていたようです。そのことを
思い出すだけで，恐怖が蘇ります。
　でも，救助に向かいました。祖母は疲れ果てていま
したが，私たちが来ることで少しだけ元気になってい
ました。両親は，着の身着のまま，血だらけのまま避
難していました。母の表情は顔面蒼白でした。きっと，
骨折した右手の痛みに耐えていたんだと思います。父
は頭部に怪我を負っていても，気丈にも長として振る
舞っていました。ですが，現金はほとんど持ち合わせ
ていなかったので，父にはこっそり自分が持ってきた
少しばかりの現金を渡しました。一緒に連れて行けな
い気持ちがあったので，これで，少しでも不安を解消
してもらいたいと思ったんです。
　祖母を車に乗せ，福島市の実家に戻りました。少し
ずつですが，家族の状況もわかりはじめ，私は少しだ
け気が楽になりました。

　ただ……校長先生とだけ，連絡が取れない。
　それだけが，不安で不安で仕方ありませんでした。

　早く，早く，川内村の全村避難が進んで欲しいと願っ
ていました。

３月16日
□客観的データ
▪福島第一原発４号機で２度目の火災。福島市の水

道水から放射性ヨウ素とセシウムを検出。国の安
全基準は下回る。
▪16日，川内村は，受け入れの正式な承諾もないま

ま村長を先頭に郡山市の大規模施設ビッグパレッ
トふくしまに向かった。
▪井出茂氏の証言　「村長は防災無線を通して，『こ

れからふるさとを離れるけど，ふるさと再生のと
きには，みんな笑顔で一丸となって頑張りましょ
う。それではみなさんお元気で』とメッセージを
流しました。」

□証言　よかった！　校長先生が無事でいてくれた！
　そして……

川内村全村避難
　明くる16日。ついに川内村全村避難が宣言されまし
た。これに合わせて，川内村にあった避難所も閉鎖に
なります。つまり，これらの人たちもマイクロバス等
で他地域に避難することになりました。主な場所は，
郡山市にある「ビックパレットふくしま」という施設
だそうです。ということは……校長先生は……？

　連絡が来ました。
　待ち望んでいた連絡が来ました。

　校長先生からは，無事避難が完了したことや，その
経緯などを教えていただきました。私は，校長先生が
ご無事でいられたことに安心しました。校長先生と教
頭先生のお２人を置いて避難したことをずっと後悔し
ていましたから，やっと胸のつかえがおりました。そ
して，何よりも校長先生ご自身の声を聞けたことが，
本当に本当に嬉しかったです。
　原発事故の状況は，いっこうに良くなりませんでし
た。むしろ，悪くなる一方でした。ですが，校長先生
の無事を確認できたことが，その時の私にとっての一
筋の光明となりました。だから，私は……

　「自分が，次に為すべきことは何か」について考え
始めました。

　そう思い始めると，川内小学校の子どもたちの行方
がとてもとても心配になりました。子どもたちは，ど
こで何をしているのでしょうか？無事にいてくれるの
でしょうか？たぶん，このことが次に為すべきことだ
と，私は考えていました。（了）
 ～第２部へ続く

注

１　第一著者にとっては，猪狩氏は大学院の指導生で
あり，修了後も，懇意にさせていただいている。彼
は，本報告を避難生活の困難な中で書き上げた。そ
の人となりを多少とも知っていただきたいと考え
て，あえてそのプロフィールの一部を紹介させてい
ただく。

　　昭和46年11月12日生（現在40歳）双葉郡富岡町出
身。双葉郡富岡町夜ノ森在住（現在は福島市笹谷の
借り上げ住宅在住）。

　　平成６年度に福島大学教育学部卒業後，講師を経
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て，平成９年度に正式採用（いわき市立汐見が丘小
学校）され，平成13年から広野町立広野小学校勤務，
平成16年から福島大学大学院教育学専攻に現職教員
派遣（道徳授業研究，平成17年修了），平成19年に
川内村立川内小学校勤務，平成20年９月Ｊヴィレッ
ジにて企業派遣（同年12月まで），そして，震災当時，
川内小学校勤務４年目となる。当時の主な校務は，
教務主任・特別支援学級担任だった。平成23年８月
に人事異動により南相馬市立原町第三小学校になる
が，兼務発令により，そのまま川内小学校勤務とな
る〔なお，川内村立川内小学校は，平成23年４月よ
り郡山市立河内（こうず）小学校の空き教室を借り
て，開校となる（全校児童数約55名）。平成24年４月，
川内村の帰村宣言を受け，川内村にて小学校を再開
する（全校児童数約16名）〕。平成24年４月川俣町立
富田小学校勤務　現在に至る。
２　周知のように宮城県石巻市立大川小学校では，全

校児童108人のうち，その７割に当たる74人（行方
不明６人）が命を落とし，教職員も13名のうち，10

名が犠牲となった。
３　2011年８月６日に開かれた新道徳授業研究会の席

上で，猪狩勝人氏は，避難所となった川内小学校で
の様子を語った。猪狩氏の話を聞くうちに，第一著
者は，「是非，記録として残して置かなくてはなら
ない」と思った。こうした避難所での取り組み，と
りわけ，公務員としての教師たちの取り組みは，子
どもたちに対するそれだけではなく，地域の避難場
所として設定されている学校は，地域住民の不可欠
の場所として再認識されたきらいがある。そのこと
をしっかりと伝えることが教職員には課せられてい
ると感じたのである。

　　また，この思いを後押ししたのは，震災後，福島
大学人間発達文化学類の授業「総合演習」において
臨時担当者の一人として「震災後の子どもたちの学
びと遊び」をテーマにかかげて実施したことだった。

　　教員志望の４年生と2011年５月から７月まで，大
震災について新聞記者たちやフリージャーナリスト
たちがまとめた，生死を生き延びた人々や子どもた
ちの記録を読み進めた。しかし，学校教師たちの取
り組みは紹介されていなかったのである。是非記録
として残してほしいと強く思った。そして，猪狩氏
に対して，研究会の席上でも，また，その後の懇親
会でも，強く勧めた。

　　猪狩氏は，すでに，警戒区域の富岡町の自宅から
福島市への避難生活を送りつつ，郡山市河内小学校

に間借りして運営されていた川内小学校で，子ども
たちの不安な気持ちと向きあいながら教職生活をさ
れていた。この状況において執筆を依頼することは
酷に思えたが，是非にとお願いしたら，「是非，書
いてみたい」と承諾された。その後，高島仁校長と
も連絡を取っていただいて，書くことへの承諾をい
ただいた。
４　原発事故に関するデータ等は，福島民報社編『東

日本大震災　原発事故　ふくしま１年の記録』（2012

年）を参照した。
５　同上書，202～203頁。
６　和合亮一『ふるさとをあきらめない　フクシマ，
25人の証言』新潮社，2012年によれば，井出茂氏（旅
館経営者，村会議員）は，「かわうちの湯」「いわな
の郷」「いわなの郷コテージ」を富岡町民の受け入
れの準備をしたと書いているので，この３カ所を加
えると，避難場所は，20カ所になる。

７　同上書。以下の井出氏の証言も同上書から。
８　富岡町からの避難者には，もちろん障害者もいた。

中村雅彦『あと少しの支援があれば　東日本大震災
障がい者の被災と避難の記録』ジアース教育新社，
2012年には，以下の記録がある。「全盲夫婦の避難　
40代男性　夫婦ともに視覚障がい　富岡町から６回
避難先を変えて郡山市の仮設住宅へ　身体障害者手
帳１級」。11日に富岡町内の福祉センターに避難し
たあと，12日には，「ところが，翌12日の朝７時前に，
川内村に避難するよう指示があった。なぜそこへ行
くのか理由はわからなかった。／川内村に知人の車
で移動した。ふだんなら１時間足らずで着くはずな
のに，渋滞がひどくて５時間以上もかかった。その
間は飲まず食わずだった。小学校の廊下に腰を下ろ
した時に，やっとおにぎり１個手元に届いた。その
夜は廊下で過ごした。床はタイルで冷たく，糖尿病
の身には耐え難かった。周囲がまったく見えず，ど
こにどんな人が避難しているのかもわからなかった
が，どこかで『ヨウ素を飲みなさい』と子どもたち
に呼び掛けている声が聞こえた。／ここでの避難生
活には耐えられず，数日後にいわき市好間の親戚の
家に身を寄せ……」と書かれている。

　　障害者の受け入れについて猪狩氏は，「当初，各
教室などにいましたが，みなさん精神的に不安定に
なっており，声を上げたり，動き回ったりして，大
変な状態になっていました。まわりの方からも苦情
が出ていたように記憶しています。なので，そこに
いた担当者らしき方からスタッフが相談され，役場
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スタッフと校長先生・教頭先生が相談して，体育館
の２階に移動してもらいました。体育館の２階は広
いスペースがあったので，そちらにいていただきま
した。寒いので，ストーブを持って行ってあげた記
憶があります。先に避難されたようですが，いつ避
難されたかは記憶していません。」と証言している。
なお，この全盲夫婦が同じように体育館の２階ス
ペースに移ったかどうかは不明である。
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